


































要約 

平成 4年 4月を期して新しい母子健康手帳の交付を実施することを目的として、母子健康

手帳の改訂案を作成した。改訂の要点は次の通りである。 

1)手帳の大きさは現行のままとする。 

2)乳幼児発育値の曲線図を平成 2 年に実施された調査による値に改訂し、3、10、90、97

パーセンタイルのそれぞれを示す。また、新たに頭囲のパーセンタイル曲線を示すことと

した。 

3)国際化に対応するため、予防接種の記録を英語併記とし、また今までにがかった主な病

気の記録を、感染症の例を示すとともにこれも英語併記とした。 

4)厚生省令には、母親自身及び、医療・保健の担当者が記入する部分のみを示し、保健・

育児に関する解説・情報はそのうしろに整理して載せることとした。省令に定める部分は

全国統一とし、それ以外の部分は市町村等が地域の特性を考慮して自治体の裁量に委ねる

こととするが、本委員会として作成した案を参考として示すことにする。また、本報告に

示す例示をもとに、モデル手帳の作成も試みることにしたい。 

5)内容については、全国的に関係者の意見を求め、可能な限り取り入れて、現在のニーズ

に合わせる努力をした。しかし、現行方式(親と医療・保健関係者が記入する欄を組み合わ

せた形式)が定着しており、大幅な改編を望む声は少なかったので、形式は現行を踏襲しつ

つ改訂を図った。なお、モデル手帳はイラストなどもいれて、かわいい手帳とすること、

目的の頁を見つけやすい工夫をすること等を心がけたい。 


